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◆ 原 著 
1)  Tazawa K.: Skin barriers and peristomal skin care -Characteristics and effects of skin barrier-, AL-media, 2:10-14,2005. 
2)  Tazawa K., Okano S., Yatsuzuka M., Yasuda T., Yoshii M., Ogawa K., Itoh Y.，Tazawa K., and Wada S.:Evaluation of heat 

shock protein induced in spa therapy with a sample thermal. Japanese Journal of Hyperthermic Oncology, 21:21-32,2005. 
3)  Itoh Y., Tazawa K., Wada S., Furuya Y., Yatsuzuka M., Yasuda T., Yoshii M., Ogawa K., Ohno H.:Induction of Hsp 70 in 

lymphocytes by whole body far-infrared hyperthermia,Japanese Journal of Hyperthermic Oncology, 21:209-220,2005. 
4)  Yatsuzuka M., Wada S., Hara Y., Matsui A., Yoshii M., Yasuda T., and Tazawa K.: Psychological Characteristics after 

Far-infrared Hyperthermia Evaluated Using the Profile of Mood State(POMS). Japanese Journal of Hyperthermic Oncology，
21:231-236,2005. 

5)  田澤賢次：Quality of wound covering and/or healing の時代へ －カラヤガムとの出会いからカラヤヘッシブの開発－，

AL-media PRACTICE 別冊,1-3,2005． 
6)  松木直美, 八塚美樹, 小川耕平, 安田智美, 吉井美穂, 成瀬優知, 田澤賢次:青年期アスリートにおける保健行動因果

モデルの検討,富山医科薬科大学看護学会誌,6:11-25,2005. 
7)  長内志津子, 八塚美樹, 原元子, 安田智美, 吉井美穂, 松井文, 田澤賢次, 花川博義:セルフモニタリング法を使用し

た成人型アトピー性皮膚炎患者の掻破行動に関する研究,富山医科薬科大学看護学会誌,6:55–65,2005. 
8)  原元子，八塚美樹，長内志津子，安田智美，吉井美穂，松井文，田澤賢次：血液透析患者への生活援助場面からみ

た看護師の援助行動プロセスのカテゴリー構造と内容について，富山医科薬科大学看護学会誌,6:69-79,2005． 
9)  原元子，八塚美樹，長内志津子，安田智美，吉井美穂，松井文，田澤賢次：血液透析患者への生活援助場面からみ

た看護師の援助行動プロセスにおける援助成果と援助達成感について，富山医科薬科大学看護学会誌,6:81-90,2005. 
10)  原元子，前場由起恵，岡美智代：体重困難な透析導入患者への関わり－SAT 法（構造化連想法）の 4 つの基本姿勢

とスモールステップ法を用いて－，ヘルスカウンセリング学会年報,11:95-100,2005． 
11)  松井文，八塚美樹，高畠里美，向山要吏子，長谷川薫，田澤賢次：高齢手術患者のせん妄発症要因に関する検討，

富山医科薬科大学看護学会誌,6:91-99,2005． 

  

◆ 学会報告 
1)  黒川真由美，若杉純子，関本鯉香，石黒素子，小桜春枝，八塚美樹：当院における母子同室の現状と課題，第 17 回

富山県母性衛生学会,2005,2,富山． 
2)  増田千春，上田兵吾，赤尾八重子，室田外夫，山崎敏江，浦野真由美，八塚美樹：幻覚に支配されている患者への

家族的役割分担による介入，第 30 回精神科看護学会,2005,5,静岡． 
3)  桑名千秋，吉田幸恵，田中美佐子，扇真紀子，八塚美樹：乳癌患者の思いに心を寄せて－乳癌患者との対話にナラ

ティブ・アプローチを用いて－，第 14 回富山緩和医療研究会,2005,5,富山． 
4)  原元子，八塚美樹：透析看護師の援助行動プロセスにおける援助を躊躇する要因の検討，第 50 回（社）日本透析医

学会学術集会,2005,6,横浜． 
5)  吉井美穂，安田智美，坪田恵子，原元子，松井文，八塚美樹：成人看護学急性期実習前後における看護学生の年度

別周手術期実習に対するイメージ変化，第 31 回日本看護研究学会学術集会,2005,7,札幌． 
6)  米山美智代，八塚美樹，原元子，松井文：一般健康人の足や爪のトラブルとフットケアに関する実態調査，第 31 回

日本看護研究学会学術集会,2005,7,札幌． 



7)  原元子，岡美智代：透析看護師による「セルフケア行動変容プログラム」活用時の阻害・促進要因，第 31 回日本看

護研究学会学術集会,2005,７,札幌． 
8)  原元子，八塚美樹，泉野潔，松井文：血液透析患者のフットケアへの意識に関する実態調査，第 35 回富山県腎疾患・

人工透析研究会,2005,9,富山． 
9)  吉田利沙，林治子，村井真樹，関原直子，八塚美樹：口腔保湿剤を用いた常時開口状態高齢者の口腔内所見の改善,

第 36 回日本看護学会老年看護,2005,9,鳥取． 
10)  上野栄一，炭谷靖子，八塚美樹，吉井美穂，須永恭子，坪田恵子，三輪のり子，原元子, 永山くに子：「東洋の知に

根ざした看護」教育モデルの開発に関する研究－Concept を中心に－，第６回富山医科薬科大学看護学会学術集会，

2005,10,富山． 
11)  片岡佐由里，田形友美子，吉村早苗，北知加子，八塚美樹：半昏睡レベルの意識障害患者へ味覚刺激を与える事の

意味・根拠の分析，第 21 回富山大学看護学会学術集会,2005,10,富山． 

12)  南敦子，原元子，新谷恵子：透析患者の内シャントの自己管理状況－患者の認識および行動の実態調査から－，第

8回日本腎不全看護学会学術集会,2005,11,金沢． 

13)  大野清美，原元子，宮本早由里：透析室看護師のフットケアへの意識に関する実態調査，第 8 回日本腎不全看護学

会学術集会,2005,11,金沢. 

14)  西野三千代，本井裕二，野間一栄，原元子：台風 23 号を経験した透析患者の防災意識を考える－透析患者の語りか

ら－，第 8回日本腎不全看護学会学術集会,2005,11,金沢． 
15)  波多野市子，西川幸子，室田外夫，八塚美樹：幻聴や逸脱行動が改善されない統合失調症患者に Rehab を活用して

の SST を行なった一事例，平成 17 年度日精看富山県支部看護研究発表会, 2005,11,富山． 
16)  石田陽子，新免望，八塚美樹：健常人の足や爪のトラブルとフットケアに関する実態調査，第 6 回成人看護学（急

性期）集談会,2005,3,富山．  

17)  松井文，八塚美樹，長谷川薫，田澤賢次：高齢手術患者のせん妄発症要因に関する検討，第 6 回成人看護学（急性

期）集談会,2005,3,富山． 

18)  原元子，八塚美樹，松井文，田澤賢次：看護師における援助行動プロセス構造の分類，第 6回成人看護学（急性期）

集談会,2005,3,富山． 

19)  八塚美樹，駒井希望，原元子，松井文，田澤賢次：遠赤外線療法による「温熱療法」における気分プロフィール度

（POMS）検査からみた心理学的変化：第 6回成人看護学（急性期）集談会,2005,3,富山． 
20)  河上裕子，八塚美樹，原元子，松井文，田澤賢次：Lipidure-PMB 使用時の手指皮膚における水分保持機能と使用感

の評価，第 6 回成人看護学（急性期）集談会,2005,3,富山． 

21)  中村有希，藤田薫，田澤賢次：遠赤外線照射による汗成分に含まれる微量金属排泄に対する玄米発酵食品（玄米酵

素）摂取の影響，第 6回成人看護学（急性期）集談会,2005,3,富山． 
22)  広瀬千代子，三川芙三恵，田澤賢次：遠赤外線照射による発汗成分に含まれる微量金属に対するミネラル摂取の影

響第 6回成人看護学（急性期）集談会,2005,3,富山． 
23)  山下恵，田澤賢次：遠赤外線照射による汗成分に含まれる微量金属の排泄に対する喫煙の影響，第 6 回成人看護学

（急性期）集談会,2005,3,富山． 
 

◆ その他 
1)  魚里明子，八塚美樹:現場で役立つフットケア．月刊デイ,61：55-58.2005. 

2)  魚里明子，八塚美樹:フットケアのための足・爪の基礎知識．月刊デイ,62：67-70,2005. 

3)  魚里明子，八塚美樹：フットケアの実際 足浴．月刊デイ,63：43-46,2005． 
4)  魚里明子，八塚美樹：フットケアの実際 爪のケア．月刊デイ,64：59-62,2005． 
5)  魚里明子，八塚美樹：現場で役立つフットケア 爪きりの実際．月刊デイ,65：65-68,2005． 
6)  魚里明子，八塚美樹：現場で役立つフットケア ファイルとプッシャー．月刊デイ,66：65-68,2005． 
7)  魚里明子，八塚美樹：現場で役立つフットケア 足の裏の角質除去(1)．月刊デイ,67：27-30,2005． 
8)  魚里明子，八塚美樹：現場で役立つフットケア 足の裏の角質除去(2)．月刊デイ,68：75-77,2005． 
9)  魚里明子，八塚美樹：現場で役立つフットケア 足の裏の角質除去(3)，月刊デイ 69：23-26，2005． 
10)  魚里明子，八塚美樹：現場で役立つフットケア 足（脚）のマッサージ(1)，月刊デイ 70：63-67，2005． 
11)  魚里明子，八塚美樹：現場で役立つフットケア 足（脚）のマッサージ(2)，月刊デイ 71：60-63，2005． 
12)  魚里明子，八塚美樹：ケアする人自身をケアする方法，月刊デイ 72：69-71，2005． 
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